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Ⅰ．基本機能一覧 
●各種入力 － ・振替伝票入力 

・借方固定、貸方固定による入出金入力 

・雛形を利用したパターン入力 

・過去伝票複写入力 

・定例仕訳入力 

・他システムからの外部データ入力 

●各種出力 － ・100 種類以上の標準帳票 

・ドリルダウン機能が利用できる各種照会画面 

●月次更新・年次更新 － ・月次更新による入力制限 

・四半期／半期／年次決算に対応 

●配賦計算 － ・多様な配賦基準による配賦計算 

・多段階計算も可能 

・配賦仕訳作成 

●予算管理 － ・CSV によるデータ取込 

・複数の予算管理が可能 

●プロジェクト管理 － ・プロジェクト別損益／予算の管理可能 

・年度を跨った損益計算書が出力可能 

●本支店管理 － ・複数の本支店を跨った伝票起票  

●外貨管理 － ・必要な外貨を全て登録可能 

・外貨による入力 

・自動換算 

・評価替え仕訳作成機能 

●現預金管理 － ・口座別残高管理 

・各種残高管理帳票 

●入出金管理 － ・FB データが作成可能 

●資金繰管理 － ・日次／月次／年次の資金繰表が出力可能 

●キャッシュ・フロー計算書 － ・間接法によるキャッシュ・フロー計算書作成 

●他システムとの連携 － ・SuperStream シリーズの各モジュールから仕訳連携が可能 

・SuperStream シリーズ以外のシステムからも仕訳連携が可能 

・データだけでなくマスタの連携も可能 

●その他の機能 － ・法人合算機能 

・洗替伝票の自動作成 

・管理会計を意識したコード管理 

・伝票に対する承認機能 

・帳票出力時に配賦／決算の各仕訳を含めるか選択が可能 

・伝票明細消込日付設定 
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Ⅱ．各機能の画面と帳票 

機能 画面名 帳票 

仕訳入力 ・仕訳入力 

・仕訳入力（赤黒入力） 

・仕訳承認入力 

・仕訳伝票更新 

・定例仕訳入力 

・定例仕訳データ作成 

・仕訳チェックリスト 

・伝票発行 

・伝票発行（詳細表示） 

・承認/未承認リスト 

・仕訳日記帳 

・日計表 

・現金預金残高一覧表 

・伝票管理リスト 

・伝票履歴管理リスト 

・定例仕訳一覧表 

月次・年次処理 ・決算仕訳入力 

・決算仕訳入力（赤黒入力） 

・遡及仕訳入力 

・仕訳伝票更新 

・月次更新 

・年次更新 

・自動仕訳洗替処理 

・繰越利益管理部門登録 

・消費税集約部門登録 

・消費税振替データ作成 

・消費税振替データ更新 

・貸借対照表（決算書） 

・損益計算書（決算書） 

・製造原価報告書（決算書） 

・販売費/一般管理費明細書（決算書） 

・利益処分計算書 

 

 

・消費税振替チェックリスト 

画面照会 ・仕訳日記帳照会 

・伝票検索照会 

・総勘定元帳照会 

・科目/補助残高照会 

・合計残高試算表照会 

・貸借対照表照会 

・損益計算書照会 

・相手先元帳照会 

・仕訳チェックリスト照会 

・他システム伝票検索照会 

・製造原価報告書照会 

 

配賦 ・配賦実行パターン登録 

・配賦グループ登録 

・配賦統計基準登録 

・配賦処理登録 

・配賦データ作成 

・配賦グループ一覧表 

・配賦処理一覧表 

・自動配賦チェックリスト 
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・配賦データ更新 

・本支店間配賦データ更新 

予算 ・予算パターン登録 

・予算登録 

・予算金額修正 

・予算パターン一覧表 

・予算一覧表 

・予算対比貸借対照表 

・予算対比貸借対照表（包括利益用） 

・予算対比損益計算書 

・予算対比損益計算書（包括利益用） 

・予算対比製造原価報告書 

・予算対比損益計算書 当月/当期 

・予算損益計算書当月・当期（包括利益用） 

・機能別予算対比損益計算書 

・機能別予算対比損益計算書 当月/当期 

・予算製造原価報告書 当月/当期 

本支店 ・本支店相殺勘定登録 

・本支店勘定部門対応登録 

・本支店振替仕訳入力 

・本支店振替仕訳送受信 

・受信分本支店振替仕訳修正 

・本支店仕訳データ削除 

・本支店仕訳更新 

・受信分本支店振替仕訳承認入力 

・本支店振替仕訳承認入力 

・本支店振替仕訳入力 

（複数支店用） 

・本支店仕訳データ削除 

（複数支店用） 

・本支店勘定部門対応一覧表 

・本支店振替チェックリスト 

・本支店振替管理表 

・受信分本支店振替仕訳承認・未承認リスト 

・本支店振替仕訳承認・未承認リスト 

プロジェクト ・プロジェクト登録 

・プロジェクト開始残高登録 

・プロジェクト開始予算残高登録 

・プロジェクト一覧表 

・プロジェクト別科目残高表 

・プロジェクト別予算対比損益計算書 

外貨 ・外貨名マスタ登録 

・レートタイプマスタ登録 

・換算レートマスタ登録 

・為替差損益科目登録 

・為替差損益管理部門登録 

・評価替データ作成 

・仕訳伝票更新 

・外貨一覧表 

・評価替計算ログリスト 

・外貨明細表 

資金繰管理 ・資金科目登録 

・資金取引仕訳パターン登録 

・資金繰表出力（日次/月次/年次） 
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・資金科目コード設定 

・資金繰計画入力 

・資金繰実績データ抽出 

・資金繰入金予定抽出 

・資金繰外部予定データ取込 

入出金管理 ・入金入力 

・出金入力 

・入金承認 

・出金承認 

・仕訳伝票更新 

・振込情報マスタ登録 

・FB データ作成 

・入出金仕訳ワーク削除処理 

・入出金チェックリスト照会 

・入出金チェックリスト 

・入出金承認・未承認リスト 

・入出金一覧表 

・振込情報マスタ一覧表 

・FB データ一覧表 

・入出金一覧表 

キャッシュ・フロ

ー 

・キャッシュ・フロー項目名称登録 

・キャッシュ・フロー項目属性登録 

・EXCEL 用項目登録 

・調整仕訳入力 

・キャッシュ・フロー項目一覧表 

・EXCEL 用項目一覧表 

・調整仕訳チェックリスト（キャッシュ・フロー） 

・自動仕訳＆精算表作成（キャッシュ・フロー精算表） 

・キャッシュ・フロー作成（キャッシュ・フロー計算書） 

外 部 デ ー タ 取

込 

・外部データ取込 

・外部エラーデータ検索/修正 

・外部データ承認 

・外部伝票修正 

・外部伝票修正（赤黒入力） 

・外部伝票修正（大量データ用） 

・外部データ更新 

・スーパーインターフェース 

・残高 CSV インターフェース 

・外部取込用ワークデータ削除 

・外部データチェックリスト 

・外部データエラーリスト 

・外部仕訳データチェックリスト 

 

消費税申告 ・消費税申告マスタ登録 

・消費税申告項目別集計条件登録 

・消費税申告項目集計処理 

・消費税申告項目集計結果確認 

・消費税申告連携処理 

・消費税申告項目別集計条件一覧表 

 

 

 

現預金管理 ・現預金データ取込処理 

・現預金外部インターフェースマスタ登録 

・科目口座管理マスタ登録 

・科目口座登録 

・現預金開始残高登録 

・現金/預金出納帳 

・銀行別預金別月別残高表 

・銀行別預金別日別残高表 

・科目口座マスタ一覧表 
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・現預金データ退避／復元 

・現金/預金出納帳照会 

・銀行別預金別月別残高表照会 

・銀行別預金別日別残高表照会 

マスタインターフェ

ース 

・マスタＩＦ対応マスタ登録 

・マスタＩＦ取込データチェック・修正 

・マスタＩＦデータ取込 

・マスタＩＦデータ取出 

 

IFRS複数帳簿 ・連携元先会社情報設定 

・伝票発番グループ読替マスタ登録 

・IFRS マスタ連携マスタ登録 

・仕訳データ連携開始設定マスタ

登録 

・マスタ連携 

・連携仕訳データ作成 

・伝票発番グループ読替マスタリスト 

・マスタ連携エラーリスト 
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共通マスタ ・銀行マスタ登録 

・銀行支店マスタ登録 

・銀行口座マスタ登録 

・銀行振込手数料マスタ登録 

・銀行休日マスタ登録 

・得意先マスタ登録 

・仕入先マスタ登録 

・社員マスタ登録 

・銀行系バッチマスタ登録 

・名称分類マスタ修正 

・口座管理コード一括変換 

・振込先一括変換 

・振込先区分判定マスタ登録 

・銀行マスタ一覧表 

・銀行支店マスタ一覧表 

・銀行口座マスタ一覧表 

・銀行振込手数料マスタ一覧表 

・銀行休日マスタ一覧表 

・得意先マスタ一覧表 

・仕入先マスタ一覧表 

・社員マスタ一覧表 

基本マスタ登録 （必須） 

・ユーザーマスタ登録 

・メニューセット登録 

・メニューグループ登録 

・クライアント情報登録 

・CORE 新会社セットアップ 

・会社情報修正 

・会社期間登録 

・コントロール情報登録 

・コード利用情報修正 

・組織パターン登録 

・組織階層レベル登録 

・会計部門登録 

・集計科目修正 

・勘定科目登録 

・勘定科目属性修正 

・勘定科目税区分登録 

・消費税情報登録 

・入力項目チェック登録 

・システム区分登録 

・伝票発番コントロールマスタ登録 

・開始残高登録 

（選択） 

・補助科目登録 

・機能マスタ名称登録 

 

・ユーザーマスタ一覧表 

・組織パターン一覧表 

・組織階層レベル一覧表 

・会計部門階層別一覧表 

・会計部門一覧表 

・管理会計部門一覧表 

・科目一覧表 

・補助科目一覧表 

・消費税情報一覧表 

・印刷フォーム一覧表 

・科目別摘要一覧表 

・仕訳パターン一覧表 

・科目グループ一覧表 

・ユーザー集計科目一覧表 

・機能コードマスタ一覧表 

・非継続事業マスタ一覧 

・消費税表示設定マスタ一覧 
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・会計組織変更 

・管理会計部門登録 

・ユーザー集計科目登録 

・科目別摘要登録 

・仕訳パターン登録 

・定例仕訳入力 

・保留理由マスタ登録 

・印刷フォーム登録 

・科目グループ登録 

・レポートサイクル登録 

・レポートサイクル指示 

・バッチマスタ登録 

・データ退避／復元 

・部門セキュリティ登録 

・科目セキュリティ登録 

・プログラム名称マスタ登録 

・相手先開始残高登録 

・相手先表示設定マスタ登録 

・CORE 初期値マスタ 

・消費税表示設定機能 

各種帳票  ・総勘定元帳 

・補助元帳 

・相手先・得意先元帳 

・合計残高試算表 

・精算表 

・損益計算書 

・損益計算書（包括利益用） 

・貸借対照表 

・貸借対照表（包括利益用） 

・包括利益計算書 

・製造原価報告書 

・科目/補助残高表 

・科目別相手先別残高表 

・科目別消費税集計表 

・科目別消費税明細書 

・科目別機能別残高表 

・非継続事業残高表 

・貸借対照表推移表 

・貸借対照表推移表（包括利益用） 
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・損益計算書推移表 

・損益計算書推移表（包括利益用） 

・製造原価報告書推移表 

・前年対比貸借対照表 

・前年対比貸借対照表（包括利益用） 

・前年対比損益計算書 

・前年対比損益計算書（包括利益用） 

・前年対比製造原価報告書 

・四半期対比損益計算書 

・四半期対比損益計算書（包括利益用） 

・四半期対比貸借対照表 

・四半期対比貸借対照表（包括利益用） 

・四半期対比製造原価報告書 

・部門別貸借対照表 

・部門別貸借対照表（包括利益用） 

・部門別損益計算書 

・部門別損益計算書（包括利益用） 

・機能別損益計算書 

・損益計算書 当月/当期 

・損益計算書 当月/当期（包括利益用） 

・機能別損益計算書 当月/当期 

・製造原価報告書 当月/当期 

・組織変更前合計残高試算表 

・組織変更前貸借対照表 

・組織変更前貸借対照表（包括利益用） 

・組織変更前損益計算書 

・組織変更前損益計算書（包括利益用） 

・組織変更前製造原価報告書 

・株主資本等変動計算書 

・株主資本等変動計算書（包括利益用） 

・レポートサイクル帳表出力 
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法人合算機能にて利用可能なプログラム画面 

仕訳入力 ・仕訳入力 

・仕訳承認入力 

・仕訳伝票更新 

・自動仕訳洗替処理 

・振替伝票発行 

・仕訳チェックリスト 

・承認／未承認リスト 

・仕訳日記帳 

・伝票履歴管理リスト 

月次・年次処理 ・決算仕訳入力 

・仕訳伝票更新 

・月次更新 

・年次更新 

・貸借対照表（決算書） 

・貸借対照表（決算書・包括利益用） 

・損益計算書（決算書） 

・損益計算書（決算書・包括利益用） 

・製造原価報告書（決算書） 

・販売費/一般管理費明細書（決算書） 

・包括利益計算書（決算書） 

画面照会 ・仕訳日記帳照会 

・伝票検索照会 

・科目/補助残高照会 

・合計残高試算表照会 

・貸借対照表照会 

・損益計算書照会 

・仕訳チェックリスト照会 

 

合算処理 ・合算処理 

・合算会社登録 

・合算用科目自動登録 

・合算用科目コンバート修正 

・合算用科目コンバート一覧表 
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Ⅲ．各モジュールとのインターフェース 
 

 

 

 

 

 

・実績データ 

・予算データ 

・マスタデータ 

他システムから 

外部データ取込 

・各種仕訳データ 

SuperStream-PR+ 
（給与管理システム） 

SuperStream-PN+ 
（手形管理システム） 

SuperStream-Planning 
（戦略経営支援システム） 

SuperStream-CORE 
（基幹会計システム） 

SuperStream-AP+ 
（支払管理システム） 

SuperStream-field 
（分散入力システム） 

バッチマスタメンテナンス 

勘定科目マスタ 

補助科目マスタ 

組織マスタ 

機能コード 1～4 マスタ 

社員マスタ 

仕入先マスタ 

得意先マスタ 

プロジェクトマスタ 

税処理マスタ 

外貨名マスタ 

レート名マスタ 

換算レートマスタ 

非継続事業登録マスタ 

銀行マスタ 

銀行支店マスタ 

銀行振込手数料マスタ 

入力チェックマスタ 

・取組／決済に関する仕訳 

・給与仕訳 

・振替伝票仕訳、現預金出納入力仕訳 

・債務計上／支払に関する仕訳 

SuperStream-FA+ 
（固定資産・リース資産管理システム） 

・減価償却費/取得/移動/処分仕訳 

SuperStream-AR+ 
（債権管理システム） 

・債権計上／入金に関する仕訳 

・予算データ 

・配賦データ 
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Ⅳ．データフロー 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

伝 票 更 新 

外部入力 

承認処理 

伝票入力 

承認処理 

画面照会 帳票出力 

月 次 更 新 伝 票 更 新 

決算仕訳入力 

承 認 処 理 

年次更新 帳票出力 

画面照会 

予算管理 配賦処理 

画面照会 帳票出力 
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Ⅴ．マスタ関連 
1．コントロール情報登録 

SuperStream-CORE では複数会社の管理が可能で、会社毎に会社コード・会計期間（会計期・決算日）

を設定します。また、以下のような事項も設定します。 

・西暦／和暦  ・外貨入力の有無  ・外貨端数処理区分 

・配賦処理の有無        ・伝票発番の方法  ・伝票欠番再利用の方法 

・仕訳パターン入力の有無   ・仕訳承認処理の利用 ・現預金管理の運用 

・現預金同時更新区分     ・資金繰管理の運用        ・資金り同時更新区分 

・伝票即印刷  ・外部データ承認区分  ・中間決算の実施 

・組織変更前帳票出力区分 ・履歴区分   ・履歴確保の特例区分 

・入出金管理区分  ・入出金承認処理  ・入出金仕訳作成オプション 

・FB データ出力区分 ・四半期決算区分  ・四半期決算反映区分 

・自動洗替機能  ・伝票即更新区分（外部用） ・伝票即更新区分（一般、決算用） 

・伝票即更新区分（入出金用） ・元帳の相手科目表示区分（複合仕訳時）・本支店仕訳承認区分 

・9 カ月決算区分         ･9 カ月決算反映区分       ・過年度遡及区分 

・伝票明細消込区分       ･伝票明細消込区分        ･消費税表示設定使用区分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 
 
SuperStream-CORE （基幹会計システム）   

CORE 14 

 
２．コード体系 

SuperStream-CORE ではさまざまなコードを利用しています。それらのコードを利用するかどうか、また桁

数は何桁にするか等、範囲内で設定することが可能です。システムはこれらの項目の組み合わせ毎に数

値残高を保持します。 

 

 

 

【項目名】 【桁数】 【略称の文字数】 【正式名称の文字数】 【備考】 

勘定科目 3～10 1～14 1～30 必須 

補助科目 1～10 1～14 1～30 任意（勘定科目毎） 

部門 1～10 1～14 1～30 必須 

機能 1 1～10 1～14 1～30 任意（勘定科目共通） 

機能 2 1～10 1～14 1～30 任意（勘定科目共通） 

機能 3 1～10 1～14 1～30 任意（勘定科目共通） 

機能 4 1～10 1～14 1～30 任意（勘定科目共通） 

仕入先 1～20 1～14 1～50 任意（勘定科目共通） 

得意先 1～20 1～14 1～50 任意（勘定科目共通） 

社員 1～10 1～14 1～30 任意（勘定科目共通） 
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３．勘定科目設定 

①勘定科目登録 

勘定科目に「内部コード」（科目の属性のテンプレート）を割り当てながら、コード・名称を登録しま

す。 

 

②勘定科目属性 

勘定科目毎に以下のような属性を設定します。 

 ・貸借区分（借方科目／貸方科目） ・為替差損益（対象外／実現差損益／未実現差損益） 

 ・補助区分（補助科目あり／なし） ・処理区分（一般科目／非会計科目／管理会計科目） 

 ・資金区分（資金科目／非資金科目） ・機能 1（設定する／しない） 

 ・現預金区分（現預金管理あり／なし） ・機能 2（設定する／しない） 

 ・外貨区分（外貨入力あり／なし） ・機能 3（設定する／しない） 

 ・取引先区分（仕入先／得意先／社員／なし） ・機能 4（設定する／しない） 

  

４．消費税設定 

勘定科目毎に消費税に関する処理が設定できますが、事前に以下のような項目を設定します。 

【項目名】 【内容】 

税処理コード 課税対象・非課税対象の区分、税率、端数処理、端数の単位、仕訳を作成す

る際の勘定科目を設定します。 

有効期間 税処理コードが有効な期間を年月日で指定します。 

 

５．ユーザー集計科目登録 

SuperStream-CORE では、予め集計科目が用意されています。それとは別に、必要な勘定科目を自由に

組み合わせて、ユーザー独自の集計科目を作成することも可能です。 
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６．組織設定 

①組織パターン 

会社毎に複数の組織構造を保持することができます。この組織構造のことを「組織パターン」といい、

「会計組織」と「管理組織」に分類されます。 

ⅰ．会計組織 

必須で登録する組織パターンです。コードは「0001」固定です。残高を保持するキーの一つで、

仕訳入力を行う部門は、必ず「会計組織」に登録されている必要があります。 

ⅱ．管理組織 

任意で登録する組織パターンです。コードは任意の 4 桁で設定可能です。会計組織に登録さ

れている仕訳可能な部門を、職能別、地域別、取扱商品別、組織変更前の旧組織等、会計組

織の体系にとらわれない形態で組み立てることができます。各組織パターンは帳票を出力する

ときに指定することができるので、様々な集計単位から帳票を出力することが可能です。 

 

②組織レベル 

組織パターン毎に何回層まで組織管理を行うか設定します。SuperStream-CORE では 00 から 99 ま

で、最大 100 階層のレベル管理が可能です。 

会計組織では、「00」で全社レベル、「01」で本支店レベルでの設定が必須、それ以外は任意に設定

が可能です。管理組織では「00」で全社レベルでの設定が必須で、それ以外は任意に設定が可能

です。 

 

③部門登録 

会計組織・管理組織、それぞれに部門を設定します。会計組織には、仕訳の発生する部門を全て登

録します。管理組織には、必要な部門だけ登録します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

00 

01 

02 

ﾚﾍﾞﾙ 

東京営２ 東京技術 名古屋営１ 名古屋営２ 大阪営１ 大阪営２ 大阪技術 東京営１ 

名古屋 東京 大阪 

全社 

営業部 

Ａ商品取扱部門 Ｂ商品取扱部門 

【会計組織】 

【管理組織】 
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７．セキュリティ設定 

①パスワード 

ログインの際必要なパスワードは、セキュリティ管理において最も重要な設定項目です。このパスワ

ードを運用・管理するにあたり、以下のような設定が可能です。 

 ・パスワード最小桁数 ・パスワード誤入力許容回数  ・パスワード有効日数 

 ・有効期限切れ警告前日数 ・初期パスワード有効日数  

 ・パスワード世代管理 ・類似パスワード利用制限  ・パスワード暗号化保存 

 ・ユーザー側でのパスワード変更不可設定 

 

②ユーザーマスタ登録 

SuperStream-CORE を利用するユーザーの ID を登録します。ユーザーID 毎に以下のような事項を

設定します。 

 ・ユーザー名 ・パスワード   ・所属部門   ・メニューセット 

 ・管理者区分 ・処理区分   ・前年仕訳   ・処理対象本支店 

 ・伝票発番グループ ・仕訳複写   ・過年度遡及   ・他の伝票更新  

・部門セキュリティ ・科目セキュリティ   ・承認済伝票修正   ・伝票承認レベル 

 ・入出金承認レベル ・本支店仕訳承認レベル ・過年度遡及承認レベル   

・有効期間開始日 ・有効期間終了日 

 

③メニュー登録 

ユーザーによって、利用するメニュー･利用しないメニューがあると思われます。そこでメニューをグル

ープ化し、グループ化したメニューをユーザーID に設定することで、システムの安全性を更に高める

ことができます。 

 

④科目セキュリティ登録 

ユーザー毎に入力可能な勘定科目を制限することが可能です。入力を許可されていない勘定科目

は、伝票登録時に選択することができません。 

 

⑤部門セキュリティ登録 

ユーザー毎に入力可能な部門コードを制限することが可能です。入力を許可されていない部門コー

ドは、マスタ登録画面以外では使用することができません。 

 

⑥承認レベル 

SuperStream-CORE では伝票に承認を設けることが可能ですが、ユーザー毎に承認レベルを設定

することが可能です。承認を許可されていないユーザーは承認処理が行えません。また、承認済み

の伝票に対する修正権限も、ユーザーID 毎に設定が可能です。 
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Ⅵ．機能関連 
１．各種入力 

①振替伝票入力 

貸借の振替伝票形式で仕訳が入力できます。頻繁に発生する仕訳は「仕訳パターン」として登録し

ておくと、次回からそのパターンを呼び出して入力を行うことが可能になりますので、入力作業を省

力化して頂けます。「仕訳パターン」はグループ化して管理することが可能です。その他、過去伝票

を複写して、仕訳伝票を作成する事も可能です。 

仕訳の主な入力項目は以下の通りです。 

  

伝票日付 初期値はシステム日付ですが、前年度の決算月以降翌年度末までの

任意の日付を指定できます。決算中に新月度、新年度へ入力すること

も可能です。但し、月次更新された月の日付は入力できません。 

伝票発番グループ このグループ単位に伝票番号が発番されます（Ex．支店毎に伝票番号

を発番させたい）。2 桁のコードで設定が可能です。 

伝票番号 手入力、自動発番（月間連番、年間連番）から選択可能です。番号は

8 桁です。 

自動洗替 仕訳入力時に指定することにより、翌会計月に洗替伝票が自動作成さ

れます。 

科目、補助科目、 

部門、相手先、 

機能コード 1～4 

コードは手入力、参照ウィンドウからの選択、どちらも可能です。 

設定のある項目のフィールドにのみフォーカスが移動してデータチェッ

クをしますので、入力の間違いや漏れがありません。 

金額 1 明細につき１５桁までの金額を入力できます（ＤＢ上は 18 桁まで保持

します）。 

消費税 

 

 

勘定科目マスタの登録に従って自動計算します。設定とは異なる税処

理が必要な場合には、入力時に変更も可能です。本体金額が 0 の場

合でも、消費税額のみの入力が可能です。 

マスタ登録により、科目、補助科目、機能１～4 の組み合わせに対し

て、税処理コードを紐づけることができます。 

外貨 通貨および金額を入力します。（外貨入力を設定した科目のみ） 

摘要 貸借別に全角 20 字×2 段（計 40 字）まで入力できます。 

よく使用するものは登録（全科目共通／科目別）しておき、コードで呼

び出すことも可能です。 

 

伝票を入力し確定ボタン実行後、マスタの設定により自動的に伝票を更新（残高も更新）することが

可能です。また、同じくマスタの設定により自動的に振替伝票を印刷することも可能です。 
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【パターン仕訳機能】 
毎月のように定期的に発生

する仕訳をパターン化して

登録することが可能です。 

【伝票複写機能（コピー）】 
過去に登録された仕訳をさまざまな検索

条件で絞り込んで探して、その過去仕訳

のコピーで新規伝票を作成することが可

能です。 
過去と同じような伝票を作成するときに

便利です。 
またコピーする際に貸借反転またはマイ

ナス金額で作成する指定もできますの

で、逆仕訳作成にも便利です。 

1 伝 票 に つ き 最 大

999 行の明細が登録

可能です。 

翌 会 計 月 に 洗 替

伝票を自動作成可

能です。 

相手先コードﾞは

仕入先/得意先/

社員から選択が

可能です。 

機能コードを設定

することで、セグメ

ント情報の管理が

可能です。 
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②定例仕訳機能 

定期的に発生する仕訳を予め登録しておくことで、ボタン一つで仕訳を発生させることが可能です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

③伝票承認機能 

  入力した仕訳の承認を行います。承認レベルは最大 8 段階まで設定が可能です。 

  ユーザー毎に承認可能な伝票グループを制限することも可能です。 
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④入出金伝票入力 

入金処理であれば借方、出金処理であれば貸方の勘定科目（現預金科目）を固定して明細の入力

が行えます。 
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⑤決算仕訳入力 

通常の仕訳入力とは別に、決算仕訳入力用の画面を用意しています。入力方法は、ヘッダー部分

で「決算区分」を選択すること以外、振替伝票入力画面と全く同じです。この画面から入力された決

算用仕訳は、データ上、通常の仕訳とは別に管理されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．洗替伝票作成機能 
「仕訳伝票入力」「決算仕訳入力」画面より入力した伝票に対して洗替伝票自動作成の指定を行うと、翌

月または翌期に洗替伝票を自動作成することが可能です。洗替の仕訳は、貸借反転またはマイナス金額

どちらで発生させるか、マスタで指定することが可能です。また、二重発生も制御されています。 
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３．伝票明細消込日付設定 

仕訳伝票を明細ごとに抽出し、消込日付を入力することにより、未消込残高を把握することができます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
４．画面照会機能 

期間・部門・科目等の条件を指定すると、仕訳単位・残高単位でデータを画面で照会することが可能です。

照会された結果からダブルクリックの操作を繰り返すことで、入力画面まで遡ることが可能です。これを「ド

リルダウン機能」と言います。遡る時の画面の遷移は以下となります。ユーザーID に権限を与えることで、

この「ドリルダウン機能」を利用して直接仕訳伝票の修正や明細追加が行えます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

仕訳入力画面 

決算仕訳入力画面 

入金入力画面 

出金入力画面 

外部伝票修正画面

合計残高試算表照会 

貸借対照表照会 

損益計算書照会 

総勘定元帳照会 

※絞込検索可能 

伝票検索照会 

（伝票明細） 

仕訳日記帳照会 

※絞込検索可能 

相手先元帳照会 

※絞込検索可能 

現金・預金出納帳照会 

※絞込検索可能 
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画面として以下の 16 画面をご提供しています。その内、「ドリルダウン機能」が利用できるのは、“※”マー

クの付いた 10 画面となります。 

・仕訳日記帳照会 ※ ・伝票検索照会 ※ ・相手先元帳照会 ※ ・合計残高試算表照会 ※ 

・貸借対照表照会 ※ ・損益計算書照会 ※ ・総勘定元帳照会 ※ ・現金・預金出納帳照会 ※ 

・製造原価報告書照会 ※  ・株主資本等変動計算書照会 ※ ・科目・補助残高照会    

・仕訳チェックリスト照会    ・他システム伝票検索照会 ・入出金チェックリスト照会 

・銀行別預金別月別残高表照会 ・銀行別預金別日別残高表照会 

 

 

 

 

 

 

 

 

合計残高試算表から 

ドリルダウンで・・・ 

伝票明細に。 

更にドリルダウンで・・・ 

仕訳入力画面まで遡っ

て、仕訳を修正可能。 

総勘定元帳に。 

更にドリルダウンで・・・ 

総勘定元帳の画面では、 

絞込条件をつけることもできます。 
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また、合計残高試算表照会の出力条件指定画面には「未更新伝票を反映する」チェックボックスをご用意

しており、更新処理前の伝票を含めて集計結果を出力することが可能です。 

これにより、上長の承認を待たずに損益の即時把握を行うことができます。 
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５．帳票出力機能 
SuperStream-CORE が標準でご提供している各種帳票を出力される場合、全ての帳票の出力先を以下

の中からご選択頂くことが可能です。 

①プリンタ（紙で出力） 

②印刷プレビュー 

③Excel／CSV 出力 

④保存（後で出力） 

⑤リスト管理サーバー（インストール済みの場合。Browser から参照可能。） 

 

同じ帳票であっても利用者や提出先が異なる場合に、表示したい勘定科目や見せ方を変更したいことが

あります。SuperStream-CORE では“印刷フォーム”という機能をご利用頂くことで、同一の帳票を複数の

表示形式で利用することが可能になります。“印刷フォーム”で制御できる項目は以下の通りです。 

・科目の表示順 ・合計行の表示位置 ・科目の表示／非表示 

・補助科目の表示／非表示 ・網掛けの種類（3 種類） ・罫線の種類（6 種類） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   残高がゼロ（0）円である、科目データ、補助科目データについて、主要な帳票上に「出力する」か    

   「出力しない」かを、“CORE初期値マスタ”で設定できます。設定可能な帳票は、以下の通りです。 

 

・合計残高試算表 ・貸借対照表 ・損益計算書 

・現金預金出納帳（残高） ・貸借対照表（包括利益用） ・損益計算書（包括利益用） 
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６．本支店機能 

本店と支店、支店と支店との間で発生する本支店取引を、本支店用振替伝票として入力することにより、

振替元伝票・振替先伝票を自動作成します。通常の仕訳入力画面とは別に、本支店用仕訳入力画面を

用意しています。複数支店間に跨る本支店仕訳入力用画面も、別途用意しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７．予算管理 
4 桁のコードで複数予算を同時に保持することができます。予算には機能コードが利用可能なので、プロ

ジェクト別予算管理等も実現します。予算登録には Excel を利用します。その為、現場で予算を登録して

もらい管理部門で一括管理することが容易です。標準帳票を用いた実績との比較が可能です。 

 

 

 

 

 

 

 

2 支店間用の仕訳入力画面 

複数支店間用の仕訳入力画面 
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８．配賦計算 

①配賦登録 

配賦を実行させるパターンを複数登録できます。そのパターン毎に配賦元、配賦基準、配賦先など

の配賦方法を登録します。配賦基準の登録については複写が可能ですので、同じ配賦基準を複数

のマスタで使用する場合は、設定に掛かる作業を省力化できます。配賦元科目は複数科目指定が

可能で、Ｐ/Ｌ、Ｂ/Ｓ科目ともに選択可能です。また、配賦元に‘付替科目’および‘付替補助’の選択

ができ、配賦元の科目の付替も可能です。更に、配賦元で期首からの累計額を配賦金額として使用

することができます。 

※配賦基準： 

配賦計算を実行する際の基準として、以下の 4 種類から選択が可能です。 

残高比 ： 基準となる科目を選択します。更に、その基準科目の当月発生残高か前月発生残

高、或いは当月までの累計残高か前月までの累計残高、いずれの金額を基準とす

るか指定します。また、非会計科目を指定しての配賦も可能です。 

統計比 ： 部門毎の人数や床面積などを、予め統計値として登録しておき、その数値を基準と

して配賦します。 

固定比 ： 部門毎に固定比率を指定し配賦します。 

固定額 ： 部門毎に固定額を指定し配賦します。 

②配賦仕訳 

配賦結果をマスタに反映させるための仕訳は、システムが自動生成します。 

③配賦後の残高 

配賦後の残高は通常の科目残高とは別枠で保持されます。この為、帳票出力の際は配賦前の金額、

配賦後の金額、どちらも参照することが可能です。 

④多段階配賦に対応 

段階的に行う配賦処理を 1 グループにまとめて登録し、処理順序を指定して実行させることで可能 

になります。また、配賦するパターンを複数回実行するという方法でも対応可能です。 
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９．キャッシュ・フロー計算書作成 

①自動仕訳＆精算表 

設定した CF 科目属性に基づき、自動仕訳を作成します。また、キャッシュ・フロー精算書も作成でき

ます。精算書は Excel に出力することも可能です。 

②調整仕訳入力 

キャッシュ・フロー計算書に項目または科目単位で金額を調整するための仕訳が登録できます。仕

訳は一般の仕訳伝票とは区別して管理されます。 

③キャッシュ・フロー計算書 

貸借対照表・損益計算書からの調整方式により、キャッシュ・フロー計算書が出力可能です。「営業

活動に伴うキャッシュ・フロー」の表示形式は間接法（純額法）を採用しています。 
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１０．その他 

①税効果会計 

繰延税金資産と繰延税金負債を自動的に相殺し、貸借対照表上に表示します。また、通常の損益

計算書項目に加えて、法人税等調整額及び税効果適用初年度に計上する過年度調整額など、税

効果会計に必要な勘定科目の設定が可能です。 

 

②時価会計 

貸借対照表、合計残高試算表上に評価差額金合計額を表示します。なお、評価差額金などの時価

会計に必要な勘定科目の設定が必要です。 

 

③外貨機能 

ⅰ．通貨・換算レートの登録 

仕訳入力時の外貨金額を邦貨に自動換算するために、通貨コード・レートコード及びレートを予

めマスタに登録します。また、レートについては複数種類のレートに各々有効日付を設定するこ

とが可能です。 

ⅱ．為替差損益の算出 

指定されたキー（科目、部門、機能コード etc.）によって、月次の為替差損益を算出し仕訳を生

成します。また、洗い替え用の仕訳も同時に生成することができます。 

 

④プロジェクト機能 

ⅰ．プロジェクト機能の選択 

プロジェクト機能を使用することにより、会計期間にとらわれずに管理項目（＝プロジェクト）の発

生から終了までの損益の把握をすることが可能です。 

ⅱ．プロジェクト関連帳票 

プロジェクト毎の科目残高やプロジェクト別予算実績対比損益計算書を標準で用意していま

す。 

 

⑤現預金管理機能 

SuperStream 共通の銀行口座マスタに預金口座を登録することにより、仕訳情報から預金口座別の

受払額、残高を管理することができます。 現金も同様に管理できます。 

 

⑥資金繰管理機能 

資金繰表は、日次・月次・期末（四半期、半期、通期）の３種類が出力可能です。 

SuperStream-AP+や SuperStream-AR+などの他システムから入出金予定データを読み込み、仕訳

データから抽出した実績データと組み合わせることによって資金繰表を出力します。 

また、外部データの取込だけでなく資金繰計画入力画面より入金・出金の予定データを登録し帳票

に反映することもできます。 
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⑦法人合算機能 

SuperStream-CORE 内で複数法人管理をしている場合、任意の会社の残高を合算用会社に集

計し合算の損益計算書、貸借対照表等の管理資料を出力することが可能です。 

 

 

⑧新会社法対応 

ⅰ．貸借対照表、損益計算書の表示対応 

新会社法に対応した貸借対照表、損益計算書の出力が可能です。（表示項目の変更） 

 

ⅱ．株主資本等変動計算書の出力 

変動項目と純資産科目との関係付けを行ない、それにしたがって SuperStream-CORE に

保持された仕訳明細からデータを抽出して作成します。また、仕訳データを直接検索し、設

定を行うことも可能です。 

 

 

 

⑨過年度遡及仕訳入力 

過去の財務諸表での誤謬の訂正を、遡及仕訳入力画面より行なう事ができます。また、誤謬訂

正を反映した財務諸表が出力可能です。  

 

 

 

 

 



 
 
 
SuperStream-CORE （基幹会計システム）   

CORE 32 

 

⑩消費税申告連携 

株式会社NTTデータの申告書作成ソフト「消費税の達人」と連携して、消費税の申告書や各種届

出書を作成することができます。これによって、SuperStream-COREで管理している仕訳データを

元に、消費税申告書を簡単に作成できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※達人シリーズは、株式会社 NTT データ様の製品です。 

            消費税申告連携処理画面 

 

 

 

 

 

 

 
⑪非継続事業対応 

継続的な事業の遂行を前提とした「継続事業」と、将来の事業売却や中止を前提とした「非継続

事業」を、主たる損益計算書で区別した表示が可能です。どの事業が非継続に該当するかにつ

いては、会計部門および機能コード１～４に対して設定可能です。 

また、CORE 初期値マスタにて、各種損益計算書に対して「非継続事業」を出力するかどうかの

指定が行えます。  
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⑫IFRS 複数帳簿対応 

IFRS 基準での財務諸表出力を行う為、「日本会計基準（ローカル会計基準）」と「IFRS 基準」の会

計残高を継続的に保持します。日本会計基準で登録した仕訳データを IFRS 基準帳簿に連携す

る事により、日本基準、IFRS 基準それぞれの財務諸表が出力できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

SuperStream における複数帳簿の考え方 
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【SuperStream シリーズ共通機能】 
以下の機能は、SuperStream-COREシリーズ全プロダクトの共通機能になります。 

 

●メニュー設定 

ユーザー毎に、使用する画面を特定させることができます。また、使用する画面を自由にグルーピング

することができます。 

 

●レポート出力 

各プロダクトが標準で提供している帳票は、以下の５通りの出力方法があります。 

 

◇印刷出力： 帳票をプリンタへ出力します。 

◇印刷プレビュー： 帳票イメージを画面に出力します。 

◇Excelへの出力： CSV形式のテキストファイルに帳票データを出力します。 

◇スプール出力： スプールさせておき、後から印刷出力します。 

◇リスト管理サーバー： Web環境での帳票参照を可能にするため、サーバー上へデータ出力します。 

               （事前にリスト管理サーバーのインストールと設定作業が必要） 

 

●プログラム自動配信機能 

    SuperStream へのログイン時にクライアントモジュールの差分を確認し、 差分があれば自動配信して同期をとり

ます。各クライアントに初期インストールする以外の手間がなくなる事により、利用ユーザー様はもちろん、システ

ム管理者様の負担軽減となります。  

 

 


